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要約1
　過去6年間にわたり4保育園の縦断的調査・検査を実施した結果のうち・とくに○歳から同一の保育園で保育を受

けた園児について、精神発達・性格傾向について分析・検討を加えた・総体的にみると・精神発達・性格傾向ともに

0歳から同一の保育園で保育を受けることは・在園期間が長くなるに従い発達上マイナスの効果が加わる傾向はみら

れず、とくに精神発達に闘してはむしろブラスに評価される側面がみられた。しかしその結果は・統計的検定から

は、積極的に指摘し得るレベルのものではなく、5、6歳の時点での相違は顕著ではなかった。性格傾向をみると、

0歳からの入園児のパーセンタイル値の方が幼児期からの入園児のそれよりも低い項目は非常に少なく・桀団保育理

境が早期ふら提供されることが必ずしもマイナスの効果をもたらすとは言えない結果であった。しかし性格傾向にお

いても6歳の時点での相違は顕著ではなかった。主成分分析の結果・在園期間とこれらの値との相関は非常に低かっ

た。精神発達、性格傾向ともに、高年齢程相違が少ないことは、保育環境がもたらす環境適応性、対人適応性が幼児

自身の発達による適応性の拡大によって、その相違を希薄化させると考えられた。

見出し語：　乳児保育・0歳からの保育・保育効果・保育所
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1　目的

　0歳からの保育、夜間保育、長時問の保育等がその後

の発達に及ぼす影響については、これまで種々の閲心と

議論を呼ぴながら、必ずしも長期的、縦断的な検討が十

分に加えられてきたとは言い難い。多様な保育二一ズが

高まる中で、それらの是非を問うだけではなく、そのブ

ラス、マイナスの効果を総合的にとらえ、より望ましい

保育効果を検討する必要がある。このため、横断的、縦

断的（回顧的、展望的）にこの課題に関する研究をすす

め、今後の保育及び家庭養育のあり方について検討を加

える。

H　方法

　本年度は、過去6年閤にわたり本ブロジェクト研究を

すすめた4保育園の縦断的調査、検査の結果のうち、と

くに0歳から同一の保育園で保育を受けた園児につい

て、精神発達、性格傾向について分析、検討を加えた。

在園期間別の比較を行なうため、在園期間の不詳な2名

を除く325名である。在園期問（月数）別、性別の6歳

児数は、表1のとおりである。このうち、各年度におい

て在園期問60月～の園児が0歳からの入園児に該当す

る。また、年齢別、性別の全園児数及びO歳からの入園

児数とその割合を示したものが・表2である。0歳から

の入園児数は・近年その数が次第に増加している傾向を

反映し、低年齢程全園児数に占める割合は増加してい

る。また、0歳から入園しても途中転園する園児が苺年

みられるために、年長児の割合が低くなる。

　2　検査、調査内容

　本ブロジェクト研究の6年問の縦断的調査、検査のう

ち、以下の2種類について結果を分析した。

　　（1）津守・稲毛式乳幼児鞘神発達診断法の各DQ値

　　　及ぴ全体DQ値の計6項目
　　〔21高木・坂本式幼児児蛍性格診断検査の13の特性

　　　項目

皿　結果

　1　対象
　6年間の対象児2、616人（O歳57人、1歳299人、2

歳372人、3歳479人、4歳535人、5歳547人、6
歳327人）のうち、性格傾同の検査の可能であった3歳

以上の園児を対象とした・最年長の6歳児については、

表1　在園期間（月数）別、性別．6歳児数

～11月 ～23月 ～47月 ～59月 60月～ 合　計

男児
児合計

13

22

44

882

39

261

40

21

1

32

759

192人
33

25

　1　精神発達

　　（1）6歳児の傾向

　最年長の6歳児について、在園期閤別、性別に精神発

逮DQ値を比較したものが、図表1である。精神発達D

Q値は、0歳からの入園（6D月～）児から5歳からの入

園（～11月）児即ち年長の1年間のみ保育園に通う園児

　　までを比較すると、在園期間が長くなるにつれてD

　　Q値は概ね高くなっている傾向がみられる。女児の

　　生活習慣を除き・すぺての60月～児のDQ値が～11

　　月児のそれを上廻っており、女児の探索・操作は有

　　意に高かった。すべての在園期間を通じて、60月～

　　児のDQ値が最も高かった項目は、男児ではすべて

　　の項目、女児では生活習慣を除く5項目であった。

表2　年齢別、性別全園児数及び0歳からの入園児数とその割合

3　　歳　　　児 4　　歳　　　児 5　　　歳　　　児 6　　歳　　児 全　体

性　　　　別 男児　女児 合計 男児　女児 合計 男児　女児 合計 男児　女児 合計 総　計

全　　園r児　　（al

歳からの入園児（bl

（a）／（bl　　％

257　　222

4　　81

6，6　36，5

479

75

6．5

297　　238

2　　67

7，6　28．2

535

49

7．9

391　　246

0　　59

3．3　24，0

547

29

3．6

195　　132

2　　27

6．4　20．5

327
1，888

　512
7．1

一16



網野他：乳児保育等がその後の発達に及ぼす影響

　生活習慣は、他の項目と異なり在園期間による相違は

殆どみられなか った。

　なお6歳児のDQ値は、発逮診断法の性格上月齢84か

月（7歳時点）以上の値を測定できないため、とくに5

歳後半から6歳児については検査上のブラトーにより、

DQ値が低下する傾向がみられた。従って、他の年齢と

DQ値を経年齢的に比較することには難点があった◎ま

た最高年齢の6歳児については、0歳からの保育効果を

最も長期的にみることができるという特徴も考慮して、

独立して検討を加えたが、3歳児から5歳児までについ

ては、経年齢的に検討を加えた。

　　（2）3歳児から5歳児までの傾向

　3歳から5歳までの園児にっいて、年齢別、性別に0

歳からの入園児と幼時からの入園児の精神発達DQ値を

比較したものが、図表2である。6歳児と同じく、0歳

からの入園児のDQ値が概ね高い傾向がみられるが、し

かし性別でその傾向はやや異なる。男児で幼時からの入

園児の方が高いのは、5歳尋の生活習慣のみであるが、

女児では・3歳児の運動機能、社会性・情緒・4歳児の

探索・操作、言語・理解、5歳児の生活習慣と、や》多

くなっている。

　しかし、統計的に有意に0歳からの入園児が高い項目

は3、4歳児に限られている。3歳児では、男児及び女

児ともに探索・操作、生活習慣の2項目が有意に高い。

4歳児は、男児では社会性・情緒の1項目が、女児では

生活習慣の1項目が有意に高いが、5歳児では、男女と

もに有意に高い項目はみられなかった．

図表・1　6歳児の在園期問（月数）別・性別精神発達DQ値の比較

運動機能DQ値

114．
一男児
一女児

社会性・情緒DQf直

10

10

101

9

93．

～11月～23月～35月～47月～59月50月～

1ユ4．

10

10

夏01

97

93．

一男児
　・・女児

～U月　～23月～35月～47月　～59月60月～

～11月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 50月～ 全　体

男児
児

105．85

06．22

107．67

07．38

107．75

07．55

106．28

08．82

真08．03

09．48

109．ユ3

09．67

108．47

08．38

探索・操作D　Q値

114．
一男児．
　一女児

～u月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全体

男児

児

107．38

09．00

110．04

09．31

107．25

09．45

108．03

09．82

1D9．75

10．71

1艮1．72

11．44

109．03

O．D7

生活習横DQ値

1

1

1

93．

114．

10

10

夏D1

97

93．

～11 ～47　～59　6D

～玉1月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児

児

99．46

4．78

101．67・

00．8夏

夏0真、11

7．11

10夏．33

9．00

正03．00

00．里9

104．63

02．52

102．09

9．29
累　　寧

～n月～23月～35月～47月～59月60月～

一男児
　一女児

～U月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児
児
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112．08

11．88
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m．00
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11．62

17



日本総合愛育研究所紀要第26桀

唇譜・

　114．

　　互D

　　10

理解DQ値

一男児

10ヨ

9了

93．

全体DQ他

1更4．

　10

　10

　101

　97

一男児
一女児

～11月～23月～3明～弓7月～59月60月～

～u月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児
児

99．08

00．89

99．互3

02．44

98．32

01．47

99．03

00．4互

102．00

02．52

102．63

03．夏9

100．1D

0L．89

93，

運動機能DQ催

　150．

　　14

　　13

　　12

　　11

　　10

　　90，

　　　　　3歳男

図表2　年齢別、

・r 児

～11月　～23月　～35月　～47月　～59月　60月～

～n月 厚23月 ～35月 ～47月 ～59月 50月～ 全　体

男児

児

104．23

04．44

106．1？

05．38

105．夏6

D6．05

艮04．92

〇5．77

隻06．73

06．90

夏07．97

07．53

105．97

05．39

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛累累F枳定によりP＜D．01で有慧〕

性別O歳からの入園児と幼時からの入園児の精神発達DQ値の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　社会性・情緒DQ値

襲i．

垂，驚

　≡l

旨≡1

　＝i

≡

邑

：藍…i 蒙…
．垂

q描里
痩鮎 4螺4鹸5講i5融3歳女　4歳男　4歳女　5歳男　5融

臨

3硯男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

131．13

27．η

133．34

33．96

13夏．54

27．63

133．22

30．21

118．87

17．68

120．34

19．26

探索・

　150．

　　14

　　13

撫作DQ他

夏50．

　M

　13

　12

　11

　10

9D．

臨

騨

3繕3融蝦男4融5磯男5敏

3歳男 3歳女 4鍛男 4歳女 5歳男 5磯女

0歳入園

時入園

108．71

04．41

109．50

n．65

L互6．68

11．02　　震

n8，40

6．34

U7．00

3．94

119．73

17．36

12

夏夏

1D

90．

生活習恢Q傾

　150．

　　夏4

　　夏3

　　12

　　11

　　10

　　90．

3融ざ該4滋4蔽5鯛5鯨

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入面

時入園

105．47

D1．14　取　　廓

夏06．79

00．81　零　　零

113．83

09．68

no．72

2．75

夏生0．69

07．20

しD5．93

03，51

麟

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

138．04

31．88　累　　寧

144．37

39．35　　＊

里4夏．21

37．27

145．9ユ

40．75　　＊

124．71

26，07

126．17

26．62
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言言吾・理解DQf直

臨

全体DQ値

150，

14

13

12

1夏

10

90，

150．

14

13

12

11

10

90．

3歳男　3歳女　4歳男　4歳女　5歳男　5歳女

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5餓女

0歳入園

時入園

1n．63
n．弓4

U5．33
2．8夏

1D9．43

05．38

nD．43

2．u

夏05，89

03．48

10＄．49

07．58

麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛寧　＊　丁核定に

　2　性格傾向
　最年長の6歳児について、在園期問別、性別に高木・

坂本式幼児・児童性格診断検査の性格傾向バーセンタイ

ル健を比較したものが、図表3であり、3歳から5歳ま

での園児について年齢別、性別に0歳からの入園児と幼

時からの入園児の性格傾向パーセンタイル値を比較した

ものが、図表4である。

　13の項目は、次のような対の特性を持ち、左の傾向が

強い程パーセンタイル値は1に近づき、右の傾向が強い

程バーセンタイル値は99に近づく。

（1）顕示性　　　＝顕示性が強い斡⇒顕示性なし

（2）神経質　　 ＝神経質⇔⇔神経質でない
（3）不安傾向　　＝情緒不安定⇔⇒情緒安定
（4）自制力　　 ；自制力なし⇔⇔自制力あり
（5）自主性　　　：依　存　的　⇔　⇒　自　立　的

（6）退行性　 ：退行的⇔⇒生産的
（7）攻撃性　　　：攻撃・衝動的⇔⇔温和・理性的

（8）社会性　　　：社会性なし⇔⇔社会性あり

（9）家庭適応　　1家庭へ不適応僑⇒家庭へ適応
（10）保育所適応　＝保育所へ不適応⇔⇔保育所へ適応

（11）体質傾向　　＝体質的不安定⇔⇔体質的安定

（12）個人的安定度＝個人的不安定⇔⇔個人的安定

　 （上記〔1）から（71までの粗点に基づいて換算）

（13）社会的安定度；社会的不安定⇔⇔社会的安定

　（上記（8）から〔1ωまでの粗点に基づいて換算）

　　ω　6歳児の傾向

　最隼長児の6歳についてみると、夏3項目のうち、顕示

性、神経質、不安傾向、自制力、自主性及び体質的安

定、個人的安定の7項目で、O歳からの入園児が5歳か

らの入園児よりもパーセンタイル値が高い。しかし在

3歳男　3歳女　4殻男　4融　5蔵男　5融

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

119．27

5，33

121．8弓

真9．37

ユ22．45

18．82

123．73

22．ぐ2

U5．49
13．72

ユ16．47

14．89

よりPq、oで石慧　＊丁穣足によりPくo・o硬商馴
　園期間が長くなるとともにパーセンタイル値が高くなる

　項目はみられなかった。逆に、在園期間が長くなるとと

　もにパーセンタイル値が低くなる項目もなく、0歳から

　の入園児よりも5歳からの入園児の方が高い項目は、退

　行性のみであった。攻撃性、社会性、家庭適応、保育所

　適応及び社会的安定の5項目は、在園期間というファク

　ターとのかかわりは薄かった。

　　13項目のうち、保育所適応を除く12項目はF検定で有

　意な差（pく0，01）がみられた。即ち、在園期間による

　変動は大きく、またそれは一定の傾向を示す変動ではな

　かった56歳児の段階では、保育所適応のみ在園期間に

　よる有意な差はなく、変動の幅は非常に小さかった。

　　なお、パーセンタイル値は概ね女児の方が男児よりも

　高い、すべての在園期間を通じて女児の方が高い値を示

　した項目はきわめて少ないが・自制力及び保育所適応の

　2項目にみられた。

　　（2）3歳から5歳までの傾向

　　3歳から5歳までの段5皆でも、各年齢ともに0歳力》ら

　の入園児の方が幼時からの入園児よりもパーセンタイル

　値の高い項目が多かったが、13項目のうち両者に有意な

　差のみられたものが含まれている項目は・図表4に示す

　自主性、家庭適応、保育所適応及び体質的安定、、個人的

　安定、社会的安定の6項目であった。

　　有意な差がみられるものは、殆ど女児であり（3歳児

　の体質的安定、個人的安定及び社会的安定、4歳児の自

　主性及び保育所適応、5歳児の家庭適応）、男児は、5

　歳児の自主性のみであった。

3　主成分分析の結果

3歳から6歳までの園児の精禅発逮DQ値及び性格傾
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顕示性

　72．

　66．

　59．

　53．

　46，

　40．
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6歳児の在園期問（月数）別・性別性格傾向パーセンタイル値の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自制力

　　　　　　　　　＝＝男児
女児

～11月～23月～35月～47月～59月　60月～

州11月 ～23月 ～35月 ～響月 ～59月 60月～ 全　体

男児

児

44．33

2．85

42．61

8．31

50．73

5．5D

50．08

4．45

57．58

0．67

65．97

1．44

51．42

9．82

85．

8夏

71

61

56．

～11月　～23月　～35月　～47月　～59月　6D月～

＝魏

神経質

　75．

　　7
　　6

　　6

　　5

　45．

．＝羅

～11月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児
児

53．27

0．43

58．61

8．19

70．55

9．68

67．05

1．86

76．50

5．20

75．09

4．20

68．65

9．94

自主性

8D，

7

7

6

6

5

50．

．＝魏

～11月　～23月　～35月　～47月　～59月　6D月～

～11月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全 体

男児
児

57．33

8．57

54．91

0．81

68．25

1．00

65．00

1．27

72．03

1．ユ0

6夏．“

7．68

6弓．82

3．83

不簑傾向

　80，

50．

＝羅

～n月　～23月　～35月　～覗月　～石9月　60月～

～1皇月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児　60．67

児　61．25

60．87

皇．67

58．05

4．89

57．35

5．68

64．23

2．92

64．47

6．60

62．84

3．72

退行性

　80．

　　7

　　7

　　6

　　6

　　5
50．

～11

～n月
～2き月 ～35月 ～47月 ～59月 50月～ 全　体

男児

児

66．00

7．85

58．83

1．8夏

7？．64

7．53

74．22

4．45

　75．18

74．85

7弓．34

9．夏2

72．73

6．38

．＝魏

～n月　～23月　～35月　～弓7月　～69月　60月～

～11月 ～23月 ～35月 ～弓7月 ～59月 50月～ 全　体

男児
児

63．00

8．13

53．22

9．33

50．48

4．87

61．46

0．91

65．83

3．29

6皇．50

6．95

61．28

1．玉3
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網野他：乳児保育等がその後の発達に及ぼす影響

攻撃性

go．

8崔．

77，

71．

64．

58．

一男児
一女児

保育所適応

1DO，

～互夏月　～23月　～35月　～47月　～59月　60月～

～H月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児
児

62．47

9．86

58．32

2．33

6皇．45

1．84

69．00

5．45

71．08

1．75

72．06

7．04

66．10

4．07

7

70．

社会性

　95．

　　9

　　8

　　8

　　7

　　7

　65．

一男児
　・・女児

一男児
　・・女児

～11月　～23月　～35月　～47月　～59月　60月～

～11月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児
児

92．47

8．57

71．？7

2．00
84．M
2．92

82．ユ9

5．55

80．83

7．50

85．38

2．76

82．07

8．75

～U月～23月～35月～47月～59月60月～

～11月 ～23月 ～35月 ～幹月 ～59月 60月～ 全　体

男児
児

87．53

8．14

79．67

5．19

84．D2

8．89

81．73

5．59

88．85

0．95

87．52

0．88

84．98

8．31

体質的安定

83，

　7

　7

　6

　6

53，

家庭適応

80．

　7

　7

　6

　6

　5

50．

一男児
　一女児

一男児
　一女児

～11月　～23月　～35月　～47月 ～59月60月～

～u月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児
児

65．53

0．38

64．43

3．3真

72．12

7．32

72．70

2．18

76，42

76．52

75．22

1．92

73．25

6．90

個人的安定

75．

　7

　6

　6

　5

45．

一男児
　一女児

～11月　～23月　～35月　～47月　～59月　60月～

～n月 ～23月 ～35月 ～ぐ7月 押59月 60月～ 全　体

男児
児

61．27

曙．85

65．17

夏，50

67．00

5．58

72．35

8．27

？2．33

3．65

71．68

4．12

69．60

4．91

～1瞬 ～23月～35月～47月　～59月60月～

～11月 ～23月 偲35月 ～幹月 ～59月 60月～ 全　体

男児

児

48．27

0．0D

弓3．04

2．20

59．80

4．45

57．59

6．91

67．98

9．53

6奄．69

0．08

59．05

4．50
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社会的安定

85．

7

7

6

6

55，

一男児
　・甲女児

～11月　～23月～35月～47月～弱月　60月～

～u月 ～23月 ～35月 ～47月 ～59月 60月～ 全　体

男児
児

77．33

？．61

61．33

2．20

74．29

5．00

74．76

2．54

77．10

9．37

75．55

0．58

72．55

5．64

自主性

95，

9

図表4

向パーセンタイル値に関し、主成分分析を行なった。年

齢別、性別にこれらの値と在園期間との相関係数を算出

た結果、また年齢別、性別に在園期間の因子負荷量が0．

50を越える固有値を持つ因子の有無及ぴそれがある場合

の寄与率と因子負荷盈を示したものが、表3である．

先にふれた精神発達及び性格傾向における在園朗間によ

る特徴をほぽ反映している。在園期問の長さとの相関が

0，300を越えるものは非常に少なく、精神発達において

低い椙関が6歳及び3歳の男児を主にややみられた

が、性格傾向に関しては6歳児を主にややみられる程度

であった。3歳男児及び6歳児に関して、因子負荷量が

0．50を越えているが、しかし寄与率はきわめて低く、考

慮に値する程度のものではなかった。

年齢別0歳からの入園児と幼児からの入園児の性格傾向バーセンタイル値の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育所適応

τ

6

50．

臨 95．

50，

3歳男　3触　4歳男　4鰍　5歳男　5触

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

55．36

2．8D

58．11

5．？1

57．37

3．52

60．90
2．19零　　“

60．35
3．56さ　　邸

59．35

8．18

家庭適応

95．

9 臨

匿麟

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

84．01

7．59

91．袷

6．3皇

84．26

2．99

90．37
β．90　寧　　喀

84．48

4．4i

86．42

4．34

体質的安定

8

7

6

50，

3歳男　3歳女　4歳男　4融　5歳男　5融

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

73．10

3．L9

73．02

9．OL

59．30

9．86

69．89

7．44

57．12

7．正5

63．D8
7．95塞　　寧

95．

9

7

6

50．

3翻　3徽　4幌琴　4触　5歳男　5敏

黙

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

75．47

0．47

78．05
0．n零　　寧

72．S4

2．61

77．97

4．59

74．33

1．28

75．12

0．80
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網野他＝乳児保育等がその後の発達に及ぼす影響

個人的安定

黙

社会的安定

95．

9

501

3議男 3厳4歳男轍5鯛5融

95，

9

8

7

6

臨馨

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

5夏．74

5．39

53．89
4．32寧　　掌

59．26

6．33

60．29

5．75

6ユ．43

6．26

58．98

9．84

3請眞男　3歳女　4轟眞男　4歳女　5歳男　5歳女

3歳男 3歳女 4歳男 4歳女 5歳男 5歳女

0歳入園

時入園

76．99

5．ぐ4

79．30
2．51　翠　　＊

75．00

1．φ8

76．51

0．1L

72．42

2．04

70．49

0．79

表3　年齢別、性別精神発達DQ値及び性格傾向バーセンタイル値の在園期間との相閲係数及び主成分分析の結果

3歳男児 3歳女児 4歳男児 4歳女児 5歳男児 5歳女児 6歳男児 6歳女児

運　　動　　機　　能 0，176 一D，156 0，183 0，062 0，043 0，037 0，118 0，070

探　索　　　操　作 0，2壌7 0，204 0，027 一〇，008 0，214 0，169 o，3G4 0，220

社会性　・情緒 0，124 一〇，087 0，234 0，149 0，213 0，072 0，099 0，141

生　　活　　習　　慣 0，233 0，255 0，185 0，219 一〇．077 一〇．109 0，160 一〇，2D8

言　語　　　理　解 D，152 D．188 0，115 一〇．086 D，166 0，079 0，262 一〇．078

全　　　　　　　　体 0．244 0，166 10，197 0，135 0，156 0，071 0，22荏 0，037

顕　　示　　性 O，257 e，025 一〇，049 0，e64 0，043 0，091 0，344 0，214

神　　　経　　　質 0，10瓦 0，224 一〇．006 一D．054 0，314 一9．039 0，181 0，149

不　　安　　傾　　向 0，165 0，196 0，159 0，001 0，078 一〇．045 0，110 0，238

自　　　制　　　力 0，112 0，092 一〇．099 一〇，075 0，052 0，074 0，062 0，052

自　　　主　　　性 O，116 0，171 0，012 0，222 0，219 0，120 0，093 o，真79

退　　　行　　　性 0，097 一〇．070 一〇，154 0，046 0，089 一〇．054 0，079 一〇，145

攻　　 撃　　　性 0，166 一〇．173 0，023 0，097 0，146 0，021 0，126 0，028

社　　　会　　　性 一〇，022 0，131 0，080 D，051 0，19D 一〇，099 一〇．196 0，350

家　　庭　　適　　応 0，246 0，044 一〇．041 0，110 一〇．051 0，110 0，135 一〇．043

保　育 所　適　応 一D』88 0，129 一〇．072 0，286 0，076 0，DO1 0，112 0，139

体　質　的　安 定 0，149 0，275 一〇．067 0，038 0，137 一〇．214 0，282 0，112

個　人　的　安　定 0．222r 0，018 0，021 0，173 0，173 一〇．057 0，356 0，142

社　会　的　安　定 0，194 0，208 0♂007 0，129 0，10D 一〇，030 0，037 0，192

在園期間の因子負荷 有り 無し 無し 無し 無し 無し 有り 有り

量，5以上の有無、寄 6．3％ 10．5％ 7．5％

与率及び因子負荷量 0．588　 0，563 D，550

一23一



日本総合愛育研究所紀要　第26集

lV　考察

　0歳の時期から保育を継続して受ける乳児は、次第に

その数を増しつ》ある。笹者らは、従来の乳児保育是非

論の延長戦上で・明瞭な根拠を持たずに一般的のみなら

ず専門的にも乳児保育に対する否定的評価がよくみられ

ることに対し・些かでも頃実を確認する必要性があるこ

と、そして現実は0歳から家庭外で保育を受ける乳児が

増加し、是非諭を越えて現実に保育を受ける多くの乳幼

児にとってより望ましい保育環墳を常に配慮すべき差し

迫った状況にあること、の二点を重視し一運の研究をす

すめてきた・笹者らのこれまでの結果からは、0歳から

の保育が必ずしもマイナスの影響を及ぼすものではない

が、しかし保育効果を検討する際には、 多様なファクタ

ーを考慮する必要があることを指摘してきた。

　今回の6年間にわたる精神発達、性格傾向に関する縦

断的追跡の結果から、あらためて検討を加えると、次の

ようなことが考察された。

　先ず総体的にみると、精神発達、性格傾向ともに0歳

から同一の保育園で保育を受けることは、在園期問が長

くなるに従い発達上マイナスの評価が加わる傾向はみら

れなかった。とくに精神発達に関しては、むしろブラス

に評価される側面がみられたということは、3歳児まで

について検討を加えた過去の研究結果が、おおむね年長

という最も保育効果を検討しやすい時期においても検証

されたように思われる。しかし、その結果は、統計的に

も積極的に指衙し得るレベルのものではない．むしろ、

3、4歳頃までは0歳からの保育効果が有意にみられる

部分があるが、5、6歳にかけてはその相違は顕著では

なく、生活習慣のように、保育経験や在園期閤の長さが

殆ど影響を及ぽしていないと考えられる面もあり、桀団

保育の効果と幼児期における発達のブロセスとの相互関

連性は、保育のすずめ方を考える上で興味ある結果であ

った。

　性格傾同については、幼児期における性向を恒常的な

ものとして、すなわち「性格』という表語で把握するこ

とには難点がある。性格診断検査という名称に照らし、

性格傾向と衰現しているが、その内容は保育者が日常の

関わりを通じて概ね客観的に把握している情緒・感情

的、行動的傾向 というべきものである。本研究の結果を

考察すると・0歳からの入園児のパーセンタイル値の方

が幼時からの入園児のそれよりも低い項目は非常に少な

く、逆に高い項目り方が多かったことは、集団保育にお

ける保育者や他の園児との日常の相互関係を主とする人

的環境が早くから提供されることが、安定性、積極性、

適応性の面で必ずしもマイナスの効果をもたらすとは言

えないことを示唆している。しかし、最年長の6歳児で

は、社会性や保育所適応等は在園期間による差がみられ

ないことは、先にふれた精神発達における生活習慣と同

じく、保育効果と発達のブロセスとの相互関運性にっい

て考えさせるものがある。

　以上の分析結果を・主成分分析によって検証してみた

が、在園期間による特徴は、概ねζれらの分析結果を反

映するものではあったが・しかし在園期間との相関は非

常に低いものであり・在御期間がこれら精神発達や性格

傾向に及ぽす影響には・その他のファクターが多様に絡

んでいることを改めて示唆するものであった。

　本研究では、0歳から保育を受けている乳幼児の家庭

的背景を分析上の背景として取り上げるととができなか

った。また、縦断研究をすすめた4保育園の保育方針、

保育内容に関しても分析上の背景として取り上げること

ができなかった。在園期間による分析はこれらをふまえ

ることによって、より明確化できる部分が多いと考えら

れた。その中でもとくに重要な視点を上げ、今後の本研

究へと結ぴ付けたいo

　それは・前述したように保育礫境と幼児自身の発達の

ブロセスにおける環境適応性、対人適応性の拡大との関

連である。集団保育の場が早期から提供されることは、

保育環境が乳幼児の生活のルーティーンに深くかかわ

り・保育環境の量と質が発達促進的刺激として作用する

ことは否定できない・それが、年齢が長ずるに従って、

一方では環境適応性の拡大が保育経験の長φ幼児と短か

い幼児との理境の量と質としての相違を希薄化すると考

えられる。しかし、保育環境のうちでも対人的環境は、

物理的、素材的、自然的環境とは異なる。対人的環境が

他の環境と異なる最も露要な点は、　r相互性」、r応答

性」を持った環壇という点にある。人間として発達する

ことの璽要な起点と考えられる初期環境、早期理境が、

その後の発達に及ぼす影響を示唆する幾多の研究や論点

の基盤は、この時期における対人的なr相互性』、r応答

性」の璽視ということにある。それは単に母子相互作用

という限られた視点ではなく、母性的養育、あるいはマ

ターニシティの質にかかわり・対入適応性の発達と直接

かかわってくる。

　本研究において、保育所における保育方針や保育環境

における保育者と乳幼児とのr相互性』、r応答性」の意

義をふまえ・また家庭における両親とりわけ母親と乳幼

児とのr相互性」・r応答性」の意義をふまえて、今回不

十分であった検討部分をすすめていきたい．
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